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師
走
の
候
、
同
窓
生
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
日

頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
私
が
会
長
を
拝
命
し

て
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

私
を
含
め
ま
し
て
、
年
々
役
員

の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
な
ん

と
か
若
い
世
代
の
同
窓
生
の
皆

さ
ん
に
も
、
こ
の
本
部
同
窓
会

に
関
わ
っ
て
頂
き
、
よ
り
継
続

的
、
発
展
的
な
同
窓
会
活
動
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
本
年
度
よ
り
本
部
同

窓
会
役
員
に
、
同
窓
会
規
約
に

則
っ
て
、
初
め
て
「
幹
事
」
を

置
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
私
の
思
い
に
賛
同
し
て
く

だ
さ
り
、
幹
事
に
就
任
し
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
次
の
六
名
の

皆
さ
ん
で
す
。
舛
谷
真
一
さ
ん 

          
（
昭
和
５
３
年
卒
）、前
田
和
哉

さ
ん
（
昭
和
５
４
年
卒
）、
川
渕

昌
平
さ
ん
（
昭
和
６
２
年
卒
）、

米
津
太
さ
ん（
昭
和
６
２
年
卒
）、

山
崎
寿
幸
さ
ん（
平
成
元
年
卒
）、

竹
本
和
正
さ
ん（
平
成
７
年
卒
）

で
す
。若
い
世
代
な
ら
で
は
の
、

柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
で
、
こ

れ
か
ら
の
本
部
同
窓
会
活
動
に

新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ

さ
る
こ
と
を
、
大
い
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
本
部
同
窓
会
に
は
、

お
陰
様
で
、
八
十
五
名
の
同
窓

生
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
六

十
歳
以
下
の
参
加
は
、
全
体
の

二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
今
後
、
い
か
に
若

い
世
代
の
参
加
を
促
し
て
い
く

か
が
、
私
た
ち
本
部
同
窓
会
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
若
い
世
代
が
「
ち

ょ
っ
と
行
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
え
る
よ
う
な
、
気
軽
で
、 

      

楽
し
い
企
画
等
を
幹
事
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら

の
こ
の
一
年
、
各
支
部
総
会
に

も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
ど
の
支
部
で
も
、
役
員
・

会
員
の
皆
様
が
熱
意
を
も
っ
て

活
動
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
中

村
高
校
同
窓
会
の
力
強
さ
と
、

温
か
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

「
支
部
だ
よ
り
」
や
「
活
動
報

告
」
を
通
し
て
、
同
窓
会
が
地

域
ご
と
に
し
っ
か
り
と
根
づ
き
、

母
校
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
の
本
部
同
窓
会
に
も
、
高
知

支
部
長
の
小
野
二
三
雄
様
、
大

阪
支
部
長
の
森
田
耕
吉
様
、
名

古
屋
支
部
長
の
岡
村
隆
幸
様
、

東
京
支
部
長
の
立
目
浩
文
様
を

は
じ
め
、
各
支
部
よ
り
多
数
の

皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
懇

親
会
を
含
め
、
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

今
後
と
も
、
本
部
同
窓
会
と
各

支
部
同
窓
会
が
力
を
合
わ
せ
な

が
ら
、
中
村
高
校
同
窓
生
の
繋

が
り
の
場
を
広
げ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
、
母
校
、
中
村
高
校

の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

                   

同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
四
月
に
中
村
高
校
の

校
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、 

浦
田
賀
洋
（
う
ら
た 

よ
し
ひ

ろ
）
と
申
し
ま
す
。
母
校
（
昭 

和
六
十
二
年
本
校
卒
）
の
校
長

と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た 

だ
き
ま
す
。 

                            

不
易
流
行
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
不
易
は
時
代
を
超
え

て
変
わ
ら
な
い
も
の
、
変
え
て

は
い
け
な
い
も
の
。
流
行
は
時

代
の
変
化
と
と
も
に
変
え
て
い

く
必
要
の
あ
る
も
の
。
生
徒
た

ち
に
は
、
中
村
高
等
学
校
の
変

わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
次
の
三

つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

校
章
。「
高
」
の
文
字
を
中
心

に
、
藤
の
葉
三
本
を
人
の
字
型

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
三
本
の
葉
は
真
・
善
・
美

を
表
し
て
い
ま
す
。
真
は
、
真

理
や
真
実
の
真
、正
し
い
こ
と
。

善
は
、
善
悪
の
区
別
が
き
ち
ん

と
で
き
る
こ
と
。
美
は
見
た
目

の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
人
の
内
面
や
行
動
の
美
し
さ

を
表
し
ま
す
。 

校
是
で
あ
る
不
動
不
休
。
ゆ

る
ぎ
な
き
不
動
の
信
念
と
新
し

い
創
造
、
不
断
の
努
力
の
大
切

さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

校
歌
。「
雲
う
つ
す
四
万
十
の

青
」
と
い
う
歌
詞
で
始
ま
る
力

強
い
歌
詞
に
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

が
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
先

輩
方
か
ら
長
く
引
き
継
が
れ
て

き
た
学
校
が
大
切
に
し
て
き
た

教
育
の
精
神
で
す
。
中
村
高
等

学
校
ら
し
さ
、
伝
統
で
す
。 

今
、
日
本
の
各
地
で
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
で
あ

る
幡
多
地
域
に
も
顕
著
に
現
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
将
来
を
考

え
た
と
き
、
若
い
人
た
ち
の
活

躍
は
不
可
欠
で
す
。「
地
域
の
宝
」

で
あ
る
生
徒
た
ち
に
は
「
真
・

善
・
美
」、「
不
動
不
休
」、
を
尊

び
、
学
業
、
部
活
動
、
体
験
活

動
な
ど
日
々
の
活
動
に
真
摯
に

取
り
組
み
成
長
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

わ
れ
わ
れ
教
職
員
は
先
輩
方

の
精
神
、
地
域
の
皆
様
の
思
い

を
し
っ
か
り
と
受
け
、
子
ど
も

同
窓
会
通
信 

 

浦
田 

賀
洋
（
Ｓ
６
２
年
卒
）  
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支
部
長 

森
田
耕
吉
（
Ｓ
４
８
年
卒
）  

不動不休 

た
ち
の
未
来
の
た
め
、
地
域
の

発
展
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、

中
村
高
等
学
校
本
校
・
西
土
佐

分
校
の
教
育
活
動
に
温
か
い
お

声
が
け
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                            

   

八
月
十
六
日
（
土
）、
今
年
も

料
亭
「
吾
妻
」
に
て
同
窓
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
、
懇
親
会
に
は
、
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
・
高
知
の
各
支

部
か
ら
の
御
出
席
も
含
め
、
八

十
五
名
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

無
事
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

来
年
度
も
今
年
度
以
上
の

盛
り
上
が
り
と
な
る
よ
う
、
同

窓
生
の
皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
 
 
 

 

（
事
務
局
教
員 

光
内
志
津
） 

 

【
本
部
執
行
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

顧
問 

 

寺
尾 

省
三  

(

４
０) 

顧
問 
 
  

遠
近 

巖  
 (

４
７) 

会
長 

  

今
城 

京
助  

(

４
８) 

副
会
長 

  

亀
谷 

暢
子  

(

４
７) 

副
会
長    

福
永 

和
孝 

(

５
４) 

副
会
長 

 

岡
本 

眞
一 

(

５
５) 

副
会
長 

  

福
原 

紀
夫  

(

５
６) 

副
会
長 

  

上
岡 

尚
哉 

(

平
２) 

監
事 

  

西
澤 

和
史 

(

６
２) 

監
事      

杉
本 

浩
子  

(

４
８) 

幹
事 

 
 

舛
谷 

真
一  

(

５
３) 

幹
事 

 
 

前
田 

和
哉  

(

５
４) 

幹
事 

 
 

川
渕 

昌
平  

(

６
２) 

幹
事 

 
 

米
津 

太   
(

６
２) 

幹
事 

 
  

山
﨑 

寿
幸  

(

平
１) 

幹
事 

 
 

竹
本 

和
正  

(

平
７) 

【
次
年
度
の
本
部
総
会
】 

◉
令
和
八
年
八
月
十
五
日
（
土
） 

                  

今
年
も
大
阪
支
部
同
窓
会

を
六
月
七
日
（
土
）
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
支
部
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
本
部
、
今

城
京
助
会
長
を
筆
頭
に
十
名

に
も
及
ぶ
御
来
賓
の
方
々
が

ご
参
加
下
さ
り
、
三
十
名
ほ

ど
の
人
数
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
令
和
七
年
度
の
大
阪
支

部
同
窓
会
を
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

コ
ロ
ナ
禍
後
よ
り
、
今
回

で
三
回
目
の
総
会
開
催
で
し

た
が
、
今
年
は
中
村
高
校
新 

                    

卒
の
二
人
の
方
が
参
加
し
て

下
さ
り
、
総
会
参
加
者
が
少

し
ず
つ
減
少
傾
向
で
あ
っ
た 

総
会
が
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
阪
万
博
が
開
催

さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
拍

車
が
か
か
り
ま
し
た
。
大
阪

に
も
か
つ
て
の
賑
わ
い
が
戻

り
、
笑
顔
で
街
を
歩
く
人
々

も
日
に
日
に
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
わ
が
支
部
同
窓

会
は
、
高
齢
化
に
伴
う
同
窓

会
会
員
の
減
少
や
若
手
会
員

数
の
減
少
な
ど
、
年
を
重
ね

る
ご
と
に
長
年
の
課
題
は
深

刻
の
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
支
部
役
員
の
高
齢
化
・

長
期
化
に
よ
る
引
退
だ
け
で

な
く
、
次
期
役
員
候
補
者
の

選
出
に
も
困
難
を
極
め
て
お

り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
要
素
ば

か
り
を
あ
げ
て
い
け
ば
限
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
ぶ
と
く
、

た
と
え
細
く
て
も
、
一
つ
一

つ
の
小
さ
い
つ
な
が
り
の
糸

を
少
し
ず
つ
大
き
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

   

【
令
和
七
年
度
活
動
報
告
】 

◉
令
和
七
年
五
月
十
七
日(

土) 
 
 
 

令
和
七
年
度
支
部
総
会
・
懇
親

会
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
、
役
割

分
担 

◉
令
和
七
年
六
月
七
日(

土) 

 

令
和
七
年
度
支
部
総
会
・
懇
親

会
開
催 

◉
令
和
七
年
九
月
二
十
日(

土) 
 

令
和
七
年
度
支
部
総
会
の
反
省

会 

◉
令
和
七
年
九
月
二
十
九
日(

月) 
 
 

令
和
七
年
度
「
四
万
十
川
」
発
送 

◉
令
和
七
年
十
二
月
（
予
定
） 

  

令
和
七
年
度
忘
年
会 

    

         

【
大
阪
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

顧
問 

    

文
野 

肇    
(

３
５) 

顧
問 

    

吉
本 

弘    
(

３
７) 

顧
問 

    

吉
本 

正
男  

(

３
８) 

顧
問
・
副
支
部
長
（
会
計
） 

 
    

山
崎 

和
裕  

(

４
０)  

支
部
長    

森
田 

耕
吉  

(

４
８) 

 

 
 
 

※
事
務
局
を
兼
務 

 

副
支
部
長
（
企
画
） 

 

林 

永
年  

 
(

５
０)    

会
計
監
査 

橋
田 

國
身  

(

３
８) 

会
計
監
査  

小
山 

節
子  

(

４
０) 

幹
事  

 
 

土
居
あ
や
子 

(

４
２) 

 

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
八
年
六
月
六
日
（
土
） 

 
 

大
阪
支
部
総
会
・
懇
親
会 

      
     

大
阪
支
部
活
動
報
告 

 

 
 

 

本
部
総
会
報
告 
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支
部
長 

立
目
浩
文
（
Ｓ
６
１
年
卒
）  

支
部
長 

小
野
二
三
雄
（
Ｓ
４
０
年
卒
）

 

 

      

高
知
支
部
総
会
は
、
令
和
七

年
九
月
十
三
日
（
土
）
午
後
六

時
三
十
分
よ
り
、
高
知
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
支
部
長
の
開

会
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
と
し

て
今
城
京
助
同
窓
会
会
長
、
今

城
純
子
高
知
県
教
育
委
員
会
教

育
長
、
浦
田
賀
洋
校
長
、
尾
﨑

正
直
衆
議
院
議
員
（
官
房
副
長

官
）よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

各
支
部
か
ら
、
光
内
志
津
本
部

事
務
局
、
立
目
浩
文
東
京
支
部

支
部
長
、
武
田
正
人
東
京
支
部

委
員
、
岡
村
隆
幸
名
古
屋
支
部

支
部
長
、
森
田
耕
吉
大
阪
支
部

支
部
長
の
ご
紹
介
を
し
ま
し
た
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
岡
﨑
誠

也
高
知
市
観
光
協
会
会
長
に
も

出
席
し
て
頂
き
、
総
勢
七
十
四

名
の
参
加
で
し
た
。 

引
き
続
き
沖
田
益
男
氏
よ
り

会
計
報
告
、
坂
本
安
廣
氏
の
監

査
報
告
の
後
、
今
回
は
特
別
講

演
と
し
て
大
西
勝
也
黒
潮
町
町

長
よ
り
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

つ
い
て
」
お
話
し
い
た
だ
く
予

定
で
し
た
が
、
皮
肉
に
も
、
当

日
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
地
震
が
発
生

し
、
津
波
予
報
が
出
た
為
、
町

長
は
地
元
待
機
と
な
り
、
急
遽

中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
浅
野
正
倫
顧
問
の 

     

乾
杯
の
挨
拶
で
懇
親
会
が
開
宴
。 

 
 

今
年
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

関
税
で
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ

た
感
じ
が
し
ま
す
。
四
月
十
三

日
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

幕
、
盛
況
の
う
ち
に
十
月
十
三

日
閉
幕
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て

生
理
学
・
医
学
の
分
野
で
坂
口

志
文
教
授
、
化
学
分
野
で
北
川

進
教
授
、
二
人
の
日
本
人
が
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
、
本
当
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

に
目
を
向
け
る
と
、
わ
ず
か
一

年
目
の
藤
川
球
児
監
督
の
元
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
リ
ー
グ
優

勝
、
米
大
リ
ー
グ
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
大
谷
翔
平
選

手
、
山
本
由
伸
選
手
、
佐
々
木

朗
希
選
手
、
三
人
の
日
本
人
の

活
躍
で
ド
ジ
ャ
ー
ズ
が
球
団
初

の
二
連
覇
達
成
、
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。 

毎
年
、
春
と
秋
、
年
二
回
の

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
四
月
二
十
九
日

（
祝
）
土
佐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
十
組
三
十
七
名
の
参
加
が

あ
り
、
四
万
十
市
か
ら
参
加
の

福
原
紀
夫
様
（
昭
和
五
十
六
年

卒
）
が
優
勝
。
秋
は
九
月
十
三

日
（
土
）
土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
、
十
組
三
十
五
名

の
参
加
が
あ
り
、
山
崎
正
明
様

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
前
年
の
令
和
元
年
は

総
会
出
席
者
百
十
五
名
で
し
た

が
、コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
間
休
会
。

令
和
五
年
に
四
年
ぶ
り
に
支
部

総
会
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
、
出
席

者
が
減
少
、
少
し
危
機
感
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
塚
地
佐
智
様

の
音
頭
に
て
中
締
め
し
、
全
員

で
校
歌
を
歌
っ
て
散
会
と
な
り

ま
し
た
。 

私
事
で
す
が
、
平
成
二
十
一

年
九
月
、
島
津
栄
一
前
支
部
長

よ
り
高
知
支
部
長
を
拝
命
し
て

か
ら
、
令
和
七
年
九
月
ま
で
十

六
年
間
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
頂
き
な
が
ら
、
支
部
長

の
任
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
私
と
同
期
の
四
十
年
卒
の

親
友
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
力
と

な
り
ま
し
た
。 

任
期
中
に
特
に
記
憶
に
残
っ

た
の
は
平
成
二
十
九
年
野
球
部

の
四
十
年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
。

甲
子
園
へ
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

寄
付
金
が
一
億
一
千
四
百
万
円

も
集
ま
り
、
母
校
に
対
す
る
同

窓
生
の
愛
と
絆
の
深
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。 

私
の
後
任
と
し
て
五
十
一
年

卒
の
宮
本
典
幸
氏
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
致
し
ま
し
た
。
宮
本
氏
は

日
本
野
球
連
盟
理
事
・
四
国
地

区
連
盟
副
会
長
、
高
知
県
野
球

連
盟
会
長
の
重
責
を
担
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
全
身
全
霊
で
同

窓
会
の
為
に
頑
張
っ
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

城
京
助
同
窓
会
会
長
の
も
と
、

中
村
高
校
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
、
ご
隆
盛
を
祈
願
し

近
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

【
令
和
七
年
度
活
動
報
告
】 

◉
令
和
七
年
四
月
二
十
九
日
（
祝
） 

 
 
 

春
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

◉
令
和
七
年
九
月
十
三
日
（
土
） 

 

秋
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

◉
令
和
七
年
九
月
十
三
日
（
土
） 

 

高
知
支
部
総
会
・
懇
親
会 

  

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
八
年
九
月
十
二
日(

土) 
 

高
知
支
部
総
会
・
懇
親
会 

  

【
高
知
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 
名
誉
顧
問 

島
津 

栄
一 

(

３
２) 

顧
問 

 
 

淺
野 

正
倫 

(

３
３) 

顧
問 

 
 

土
森 

正
典 

(

３
８) 

支
部
長 

 
小
野
二
三
雄 

(

４
０) 

副
支
部
長 

尾
﨑 
祐
正  

(

４
１) 

副
支
部
長 

坂
本 
安
廣 

(

４
２) 

副
支
部
長 

山
﨑 

澄
夫 

(

４
７) 

副
支
部
長 

中
平 

雅
彦  

(
４
８) 

副
支
部
長 

上
田 

哲
也 

(

５
１) 

副
支
部
長 

中
澤 

慎
二  

(

５
１) 

副
支
部
長 

福
留 

利
也 

(

５
４) 

幹
事
長 

 

大
原 

晋 
 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

小
島 

一
水 

(

４
４) 

幹
事 

 
 

岡
崎 

憲 
 

(

４
４) 

幹
事 

 
 

夕
部 

富
三  

(

４
５) 

幹
事 

 
 

上
岡
ま
ゆ
み 

(

４
５) 

幹
事 

 
 

小
島 

幸
年 

(

４
９) 

幹
事 

 
 

島
村 

忠
司 

(

４
９) 

幹
事 

 
 

山
田 

昇  
 
(

４
９) 

幹
事 

 
 

谷
渕 

一
幸 

(

５
１) 

事
務
局
長 

宮
川 

哲  
 
(

４
０) 

事
務
局 

 

橋
田 

典
人 

(

４
１) 

会
計 

 
 

沖
田 

益
男 

(

４
９) 

会
計 

 
 

三
宮 

幸
加 

(

４
４) 

監
査 

 
 

坂
本 

安
廣 

(

４
２) 

監
査 

 
 

小
島 

一
水 

(

４
４) 

       

十
月
十
八
日
、
東
京
支
部
第

七
十
四
期
総
会
お
よ
び
懇
親
会

を
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

に
て
、
開
催
致
し
ま
し
た
。
参

加
者
数
は
、
東
京
支
部
会
員
他

へ
六
百
五
十
四
通
の
案
内
を
発

送
し
、
ご
来
賓
を
含
み
総
勢
四

十
八
名
と
少
な
い
人
数
と
な
り

ま
し
た
が
、
大
変
盛
り
上
が
っ

た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
ご
来
賓
と
し
て
、
四
万
十 

市
子
育
て
支
援
課
の
中
脇
課
長

様
、
高
知
県
東
京
事
務
所
の
久

家
副
所
長
様
、
浦
田
校
長
・
総

務
部
長
の
光
内
先
生
、
今
城
同 

                             

窓
会
長
や
各
支
部
長
、
他
校
同 

窓
会
か
ら
も
、
ご
出
席
頂
き
ま 

し
た
。 

 

ま
た
、
初
参
加
の
同
窓
生
の

参
加
も
あ
り
、
今
後
の
出
席
者

増
員
へ
も
少
し
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
き
た
と
期
待
し
て
お
り 

 
 

 

ま
す
。 

今
回
の
総
会
で
は
、
第
一
号

議
案
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
、

第
二
号
議
案
の
決
算
報
告
に
つ

い
て
、
第
三
号
議
案
の
次
期
事

業
計
画
お
よ
び
予
算
案
に
つ
い

て
、
審
議
頂
き
ま
し
て
、
満
場

一
致
で
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。 

東
京
支
部
活
動
報
告 

 

 
 

 

高
知
支
部
活
動
報
告 

 

 
 

 



令和７年 12 月 1 日          中村高校同窓会通信           （web 版第３号） 

4 
 

支
部
長 

岡
村
隆
幸
（
Ｓ
４
６
年
卒
）  

そ
し
て
、
総
会
後
に
は
第
十
四

代
山
下
幸
夫
前
支
部
長
に
よ
る

乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
が
始

ま
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
く

じ
引
き
大
会
や
世
代
を
超
え
て

の
「
お
き
ゃ
く
」
と
な
り
、
大

盛
り
上
が
り
の
内
に
、
三
時
間

と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
懇
親
会

の
最
後
は
、
東
京
支
部
恒
例
の

参
加
者
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱

を
昭
和
三
十
九
年
卒
の
山
﨑
益

宏
さ
ん
の
先
導
の
も
と
、
大
合

唱
に
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

帰
り
際
に
は
、
良
い
総
会
・

懇
親
会
だ
っ
た
、
ま
た
来
年
会

い
ま
し
ょ
う
と
誓
い
合
い
解
散

と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
令
和
七
年
度
活
動
報
告
】 

◉
令
和
七
年
四
月
十
三
日(

日) 
 

緑
を
楽
し
む
会
「
イ
タ
ド
リ
採 

り
ツ
ア
ー
」（
多
摩
川
河
川
敷
） 

 
 

 

◉
令
和
七
年
八
月
一
日(

金) 
 

支
部
だ
よ
り
発
送 

 

◉
令
和
七
年
十
月
十
八
日(

土) 
 
 

第
七
十
四
期
総
会
・
懇
親
会 

 

【
東
京
支
部
役
員
】 
 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

支
部
長 

 

立
目 

浩
文 

(

６
１) 

副
支
部
長 

中
村 

朝
子 

(

５
５) 

副
支
部
長 

武
内 

初
男 

(

５
８) 

副
支
部
長 

石
丸 

芳
子  

(

６
２) 

副
支
部
長 

林 

哲
司    

(

６
３) 

監
査
役 

 

小
橋 

眞
一 

(

４
７) 

幹
事 

 
 

中
野 

正
三 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

稲
田 

義
克  

(

４
４) 

幹
事 

 
 

安
藤 

幸
代  

(

４
９) 

幹
事 

 
 

武
田 

正
人 

(

５
５) 

幹
事 

 
 

竹
本 

匡
亜 

(

５
８) 

幹
事 

 
 

小
椋 

瑞
穂 

(

６
２) 

幹
事 

 
 

米
田 

結
意 

(

平
３
０) 

幹
事 

 
 

小
川 

愛
生 

(

平
３
１) 

相
談
役 

 

山
下 

幸
夫 

(

４
４) 

 

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
八
年
四
月
十
八
日(

土) 
 

 

緑
を
楽
し
む
会 

◉
令
和
八
年
八
月
上
旬 

 
 

支
部
だ
よ
り
発
送 

◉
令
和
八
年
十
月
十
七
日(

土) 
 

 

第
七
十
五
期
総
会
・
懇
親
会 

                    

     
 

平
素
は
名
古
屋
支
部
活
動
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
の
総
会
は
十
一

月
一
五
日(

土)

に
、
ア
イ
リ
ス

愛
知
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
、
同
窓
会
本
部
よ
り

今
城
京
助
会
長
、
浦
田
賀
洋
中

村
高
校
学
校
長
、
光
内
志
津
事

務
局
長
、、東
京
支
部
立
目
浩
文

支
部
長
、
高
知
支
部
宮
本
典
幸

支
部
長
、
四
万
十
市
市
長
代
理

と
し
て
戸
田
裕
介
生
涯
学
習
課

長
、
高
知
県
名
古
屋
事
務
所
窪

内
賢
所
長
、
宿
毛
高
校
同
窓
会

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
ま
た
う

れ
し
い
こ
と
に
、
今
年
初
め
て

出
席
さ
れ
た
柴
田
侑
子
さ
ん
、

山
崎
ヒ
フ
ミ
さ
ん
（
共
に
昭
和

三
十
九
年
卒
）、
を
迎
え
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

二
次
会
で
も
、
最
年
長
の
宗

﨑
久
宜
さ
ん
（
昭
和
二
十
七
年

卒
）
が
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
て
、
カ
ラ
オ
ケ
で
も
大
変
盛

り
上
が
り
、
楽
し
く
親
睦
が
深

め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

来
年
こ
そ
は
、
恒
例
に
な
っ 

     

て
い
る
新
年
会
、
お
花
見
会
、 

役
員
会
に
加
え
、
今
年
開
催
出

来
な
か
っ
た
親
睦
ゴ
ル
フ
会
を

再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な

い
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
と
麻
雀
大

会
を
是
非
と
も
開
催
し
、
よ
り

一
層
親
睦
を
深
め
、
同
窓
会
の

団
結
が
、
よ
り
強
固
と
な
り
楽

し
い
同
窓
会
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

今
年
は
、
長
年
同
窓
会
、
ゴ

ル
フ
会
に
参
加
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
、
森
下
博
晴
さ
ん
（
昭
和

三
十
四
年
卒
）
、
松
田
学
さ
ん

（
昭
和
三
十
五
年
卒
）
の
お
二

人
の
会
員
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

最
後
に
中
村
高
校
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様

方
の
ご
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、活
動
報
告
と
い
た
し
ま
す
。 

          

【
令
和
七
年
度
活
動
報
告
】 

◉
令
和
七
年
二
月
一
日(

土) 
 
 

役
員
会
員
新
年
会
（
中
華
料
理 

 

茗
菜
縁
） 

◉
令
和
七
年
三
月
二
十
九
日(

土) 
 
 

役
員
会
員
花
見
会
（
岡
崎
ニ
ュ 

ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
） 

◉
令
和
七
年
十
一
月
十
五
日
（
土
） 

総
会
（
ア
イ
リ
ス
愛
知
） 

                  

【
名
古
屋
支
部
役
員
】 

 

＊
（
数
字
）
は
卒
業
年 

 

顧
問 

 
 

宗
崎 

久
宜 

(

２
７) 

支
部
長 

 

岡
村 

隆
幸 

(

４
６) 

副
支
部
長 

有
友 

孝
博 

(

５
８) 

副
支
部
長 

石
橋 

美
絵  

(

平
３) 

幹
事 

 
 

寺
田 

道
子  

(

４
０) 

幹
事 

 
  

土
森 

道
雄 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

森
田 

哲
夫 

(

４
０) 

幹
事 

 
 

熊
谷 

不
二  

(

４
２) 

幹
事 

 
 

倉
橋 

幸
代 

(

４
６) 

幹
事 

 
 

嶋
津
久
美
子 

(

４
６) 

幹
事 

 
 

吉
田 

茂 
 

(

５
３) 

幹
事  

 
 

長
谷
川
雅
彦 

(

５
７) 

幹
事  

 
 

千
代
岡
勇
介 

(

６
２) 

幹
事 

 
 

鈴
木
恵
美
子 

(

６
２) 

幹
事  

 
 

杉
谷 

麻
衣  

(

平
４) 

幹
事  

 
 

福
井 

克
典  

(

平
１
２) 

会
計 

 
 

上
田 

省
三  

(

平
１) 

監
査 

 
 

宮
村
誠
一
郎 

(

４
０) 

 
 
 
 
 

 
                

【
次
年
度
の
行
事
等
の
お
知
ら
せ
】 

◉
令
和
八
年
十
一
月
七
日（
土
） 

 
 

総
会
（
ア
イ
リ
ス
愛
知
） 

      

名
古
屋
支
部
活
動
報
告 
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会
長 

佐
々
木 

英
人
（
Ｓ
５
７
年
卒
） 

 

 

     

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
、
本
校
教
育
活
動
に
ご

協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

西
土
佐
分
校
は
今
年
度
、
県

内
外
（
東
京
・
大
阪
・
奈
良
・

愛
媛
）
か
ら
新
入
生
十
五
人
が

入
学
し
、
四
人
だ
っ
た
昨
年
度

の
三
倍
以
上
の
入
学
生
を
迎
え
、

四
国
一
の
小
規
模
校
で
あ
り
な

が
ら
元
気
な
学
校
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
同
窓
会
や
地
域
の
方
々

に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
四
月
に
県
教
委

か
ら
示
さ
れ
た
「
県
立
高
等
学

校
振
興
再
編
計
画
」
に
よ
り
、 

                

     

分
校
は
学
校
存
続
に
向
け
入
学

者
十
一
人
を
努
力
目
標
と
し
、

令
和
七
年
か
ら
令
和
九
年
ま
で

の
三
年
間
の
取
組
み
の
成
果
を

令
和
十
年
四
月
に
検
証
、
評
価

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
学
校
の
存
続
を
か

け
四
万
十
市
や
地
域
と
一
体
と

な
り
、
同
窓
会
の
ご
協
力
も
得

な
が
ら
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
」「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
学
校
」
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

以
下
に
学
校
行
事
等
の
写
真

を
掲
載
し
、
近
況
報
告
と
い
た 

し
ま
す
。 

     
     

  
 

    

                                     

          
  

           
          

                                   

       

中
村
高
校
西
土
佐
分
校
同
窓
会 

 

 
 

 

学童イベント

2025 島根インターハイ 

カナディアンフォア

 

9/19 清流度調査 

9/28 地域合同体育祭
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【昭和５８年卒同窓会】 

記憶に間違いがなければ、確か 10 年前の 50 歳同窓会で有難くも代表幹事を仰せつかり、寄稿文も書いた様な気

がしつつ、恐縮ながらまたまた筆をとっている次第ですが、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか？ 

去る令和7 年1 月３日、いなか別館にて、昭和 58 年卒業生の還暦同窓会を開催しました。全国から 74 名の同

級生、ご指導頂いた柴田清先生、福永靖久先生も駆けつけてくださり、旧交を温め、大いに盛り上がりました。お正

月三が日の何かと慌ただしい時期にも関わらず、たくさんの同級生が集まってくれて幹事一同、感極まる一日となり

ました。ありがとう！お二人の先生方におかれましても、わざわざお越しくださり、心より感謝申し上げます。 

思い起こすと、つい最近の出来事だった様な50 歳同窓会から10 年も経過していたなんて！信じられない速さで

訪れた“還暦”の２文字に年金受給者の資格獲得と晴れて長寿高齢者へ仲間入りをした事実を改めて感じ入ったの

は、私だけでは無いはずです。 

２年ほど前から、「還暦同窓会そろそろ考えないかんなー」と思っていたところ、そこを周りが察したのか、その

年の夏の夜、東京の同級生から 50 歳同窓会以来の電話が掛かってきました。掛かってきた理由は、「もうアレしか

ないな」と思いつつ電話をとり「そろそろ同窓会、考えちょってや」案の定、同窓会催促の電話でした。天邪鬼な私

は「よっしゃ、まかせちょってや！」とは言わず「段取りやら、なんやら大変やけん、今は幹事やると約束できん

ぜ。」と返答し、この夜は言葉を濁して終了しました。すると、1 週間くらいして高知の同級生からも同じ電話が。

それから2 週間くらいして再び東京から「おまえしかおらん、やってくれ！」の電話。こりゃ、幹事を引き受けん

かったら毎週の様に電話が掛かってくるぞ、こりゃたまらん！と思い、再び引き受けた次第です（笑）。我ながら面

倒くさい性格でごめんなさい。 

前回の同窓会から 20 名ほど少なくなりましたが、前回不参加で今回参加できた同級生もいて近況や昔話に花が咲

き同窓会を開いて本当に良かったなと思いつつ、悲しいことに、この１０年で鬼籍に入ってしまった同級生も数名い

て、開会式で故人を偲び黙祷を捧げました。１次会は料理そっちのけで、おしゃべりに盛り上がり（補足 50 の時

はみんな声が、でかくて耳が痛かったけど、今回耳は痛くならず、年相応になった？笑）うれしいことに２次会もた

くさん参加してくれて、予約していた大きめのカラオケスナック2 件に分かれ、行き来しながら日を越しての大盛

り上がり！そして 5 年後に再会を誓って還暦同窓会の幕は閉じたのでした。 

最後に同窓会開催に向けて令和 6 年の年明けから 1 年間、力を貸してくれた中村組7 名の幹事のみなさんに感謝

申し上げます。本当にありがとう！次は 5 年後、LINE グループで案内出します。みなさん、元気でおってよ！   

【S58 年卒 代表幹事 今倉達也】 

同 期 会 

「令和６年度同窓会協力金会計決算書」・「ご協力いただいた方々の名簿」・「同窓会協力金

通信欄（メッセージ）」につきましては、このHP 上同窓会のページ内「同窓会協力金のお

願い」に載せておりますので、ぜひご覧ください。 


